
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分岐継手を介して分岐された導管の元整理作業に際して、前記分岐継手内の分岐開口を
封止する元整理用シール栓装置において、
　前記導管に沿って挿入され前記分岐開口を封止するシール栓体を備え、
　
　
　

　
　

ことを特徴とする元整理用シール栓装置。
【請求項２】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、元整理用シール栓 関するものである。
【０００２】
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前記シール栓体は、
前記分岐開口の内面に圧接される弾性部材からなる栓本体と、
該栓本体の先端面を支持する支持板及び該支持板に装着されて先端から後端に向けて前

記栓本体を貫通してその端側に突出する支持軸からなる支持部材と、
前記支持板の周辺に軸支されたロックピンとを備え、
前記栓本体の側面は、前記分岐開口の内面に圧接される円柱面と該円柱面から後方に向

けて拡径されるテーパ面とを有する

前記栓本体は、内部に空洞を備えていることを特徴とする請求項１に記載された元整理
用シール栓装置。

装置に



【従来の技術】
一般に、ガス配管は、道路下に配管された鋳鉄管（本支管）から分岐継手を介して導管（
供給管）を分岐し、この導管を需要先へ向けて配管している。この分岐された導管は、需
要先の事情等により不使用になる場合があるが、このような場合に、分岐元を封止して、
不使用になった導管を撤去する作業を元整理作業と呼んでいる。
【０００３】
この元整理作業としては、分岐継手を本支管から取り外して本支管の分岐孔をプラグ止め
する場合もあるが、分岐継手の再利用を考慮して、分岐継手を本支管に取り付けたままの
状態で、この分岐継手内を元整理用シール栓装置で封止する工法が従来より行われている
。このような元整理用シール栓装置と元整理シール工法の従来技術（例えば、特許文献１
参照）を図８及び図９によって説明する。
【０００４】
図８は、元整理用シール栓装置の全体構造を示す説明図である。同図（ａ）に示すように
、元整理用シール栓装置１００は、シール栓体１１０と挿入具１２０とによって構成され
ている。シール栓体１１０は（同図（ｂ）はその断面図を示している。）、ガス遮断用材
料として径方向の変形自由度が大きく、且つ表面が滑り易くて縮径しても抵抗の小さい多
孔質のスポンジ材料からなる栓本体１１１を備える。この栓本体１１１は、前述のスポン
ジ材料を単体で緩やかなテーパ面１１１ｂを有する円錐台状に成形し、中心に貫通した孔
１１２を設け、大径側に変形し易いように凹部１１３を設けて形成されている。そして、
この栓本体１１１は、凹部１１３の側から盲板１１４を介して中心の孔１１２にソケット
１１５が挿入され、先端で押え板１１６を介してナット１１７により締付けられ、このナ
ット１１７の締付けとソケット１１５の部分の接着によりソケット１１５に一体的に取付
けられている。また、ソケット１１５には、端部に方形の係合孔１１８ａを有するアダプ
ター１１８が突設されてる。
【０００５】
一方、挿入具１２０は、センターステム１２１とそのセンターステム１２１の基端側に設
けられる挿入ストッパ１２２からなり、センターステム１２１の先端には、アダプタ１１
８の係合孔１１８ａに係合する係合部１２１ａが形成されている。
【０００６】
図９は、このような元整理用シール栓装置１００による元整理シール工法を説明する説明
図である。先ずは、不使用の導管１３０における分岐継手１３１の近傍に玉孔１３２を開
けてガスバック１３３を内部に挿入し、ガスバック１３３を膨張して管内面に密着させる
ことで、そこから下流側へのガス供給を一時的に遮断する仮封止を行う。この工程は、活
管路状態の配管に対する作業であって、従来より慣用されるノーブローバッグを用いたノ
ーブロー作業によって行われる。その後ノーブローバッグを取り外し、導管１３０の下流
側をガスパージして、導管１３０を例えば５０ｃｍ位の短い長さに切断する（同図（ａ）
参照）。
【０００７】
そして、切断された導管１３０の開口端１３０ａに元整理用シール栓装置１００をセット
し、シール栓体１１０のアダプター１１８の係合孔１１８ａにセンターステム１２１の係
合部１２１ａを係合させて連結し、開口端１３０ａからシール栓体１１０を押し込む（同
図（ｂ）。
【０００８】
また、導管１３０にシール栓体１１０を押し込んだことにより、このシール栓体１１０で
導管１３０が封止されるので、ガスバック１３３が不要になる。このガスバッグ１３３を
導管１３０から取り除いて、シール栓体１１０を更に導管１３０の分岐継手１３１方向に
押し込む（同図（ｃ））。
【０００９】
ここで、導管１３０の切断長さＬは、挿入ストッパ１２２から先のセンターステム１２１
の長さに応じて設定されており、挿入ストッパ１２２が導管１３０の開口端１３０ａに当
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接するまでシール栓体１１０を押し込むと、シール栓体１１０は最終的に分岐継手１３１
の分岐開口内に到達する。これによって、シール栓体１１０により導管１３０のガスを根
本から確実に遮断するように塞ぐことができる（同図（ｄ）参照）。その後は、導管１３
０を分岐継手１３１から撤去して、分岐継手１３１の開放口を更に封止することにより元
整理作業を完了する。
【００１０】
【特許文献１】
特開平６－５０４８９号公報
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来技術においても、元整理作業の工程中或いは元整理作業完了後において、
充分な気密性と確実な安全性を確保できることが実証されている。しかしながら、気密状
態の均一性を更に高めること、管の形態に対する汎用性を更に高めること、施工時におけ
る作業性を更に向上させること、更にシール性能を向上させること等の要求に対しては未
だ改善の余地がある。
【００１２】
つまり、従来の元整理用シール栓装置は、円錐台状の栓本体を備え、分岐継手内面に対し
て栓本体のテーパ面が部分的に押しつぶされた状態で封止がなされている。これによると
、分岐継手内の偏肉や分岐継手の成形誤差によって分岐開口径に若干の違いが生じると、
テーパ面のつぶれ具合が微妙に違った状態になって、許容範囲内ではあるものの気密状態
に違いが生じることになり、全ての分岐継手に対して均一な気密性が得られない場合があ
る。
【００１３】
また、センターステムを用いて導管内から分岐継手内に栓本体を押し込む構造であるため
、直線導管専用の装置になっており、屈曲管等の異種形態の導管に対して汎用性が低いと
いう問題がある。
【００１４】
また、分岐継手内の正確な位置にシール栓体を押し込むためには、挿入ストッパから先の
センターステム長さに応じて導管の長さを正確に測って切断する必要があるが、高い精度
を要求すると切断長さの測定に手間取ってしまい作業性が悪化するという問題がある。ま
た、切断長さの測定には測定者毎の測定誤差が生じる可能性もあるので、許容範囲ではあ
るがシール栓体の挿入位置にも若干の個人差が生じてしまうという問題がある。
【００１５】
更には、分岐継手を再利用する取り出し作業時にも、シール栓体の取り外しを行うまで確
実に分岐開口を封止していることが求められるので、更にシール性能の高いシール栓体が
求められている。
【００１６】
本発明は、このような事情に対処するために提案されたものであって、元整理用シール栓
装置及び元整理シール工法において、更に均一な気密性が得られること、管の形態に対す
る装置及び作業の汎用性を高めること、作業性を更に向上させること、更にシール性能を
向上させること等を目的とするものである。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するために、本発明は、以下の各請求項により特定される特徴を有
するものである。
【００１８】
　 分岐継手を介して分岐された導管の元整理作業に際
して、前記分岐継手内の分岐開口を封止する元整理用シール栓装置において、前記導管に
沿って挿入され前記分岐開口を封止するシール栓体を備え、
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本発明の元整理用シール栓装置は、

前記シール栓体は、前記分岐
開口の内面に圧接される弾性部材からなる栓本体と、該栓本体の先端面を支持する支持板



ことを特徴とする。
【００１９】
　

【００２３】
このような各請求項に係る発明によると以下に示す作用を為す。
【００２４】
　

【００２５】
　

【００２６】
　

【００３１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１～図３は本発明の一実施形態に
係る元整理用シール栓装置を示す説明図である。この実施形態に係る元整理用シール栓装
置は、シール栓体と圧縮操作挿入具とからなり、図１はシール栓体の構造を示す説明図で
あり、図２及び図３は圧縮操作挿入具の構造を示す説明図である。
【００３２】
図１（同図（ａ）は平面部分断面図、同図（ｂ）は正面図）において、シール栓体１０は
、分岐継手における分岐開口内面に圧接されて分岐開口を封止する栓本体１１を備える。
栓本体１１は、ガス遮断用材料として良く用いられ、径方向の変形自由度大きく且つ表面
が滑り易く加工された多孔質のスポンジ材料からなる弾性部材であって、その側面は、中
央部分が比較的広い領域で円柱面１１ａとなり、その円柱面１１ａから後方に向けて拡径
されるテーパ面１１ｂと前方に向けて縮径されるカット面１１ｃとを有している。
【００３３】
また、栓本体１１は圧縮拡径変形を容易にするために、内部に空洞１１ｄを備えており、
中央部には先端から後端に向けて貫通する貫通孔１１ｅが形成されている。
【００３４】
そして、この栓本体１１はその先端面１１ｆが支持板１２に支持されており、前記の貫通
孔１１ｅには支持板１２に装着された支持軸１３が挿通されて、この支持軸１３は後端面
１１ｇ側に突出しており、支持板１２と支持軸１３とで栓本体１１を一体に支持する支持
部材を形成している。
【００３５】
シール栓体１０の先端部に設けられる支持板１２には、その周辺にロックピン１４が軸支
されている。このロックピンは、周囲に向けて展開するようにバネ付勢されており、支持
板１２に沿った方向に展開した状態で保持されるようになっているが、バネ付勢に抗して
図中矢印方向の抵抗を受けると栓本体１１の側面に沿って折り畳まれるようになっている
。したがって、導管内をシール栓体１０が移動する際には、ロックピン１４は折り畳まれ
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及び該支持板に装着されて先端から後端に向けて前記栓本体を貫通してその端側に突出す
る支持軸からなる支持部材と、前記支持板の周辺に軸支されたロックピンとを備え、前記
栓本体の側面は、前記分岐開口の内面に圧接される円柱面と該円柱面から後方に向けて拡
径されるテーパ面とを有する

また、本発明の特徴は、前述の特徴に加えて、前記栓本体は、内部に空洞を備えている
ことを特徴とする。

このような特徴によると、シール栓体における栓本体の側面形態を、円柱面とこの円柱
面から後方に向けて拡径するテーパ面からなる形態にしているので、この円柱面を圧縮拡
径させて分岐開口を封止することにより、広い圧接面積で均一な気密性が得られると共に
、導管を挿入中の気密性は、テーパ面による圧接のみを作用させることで、挿入抵抗を小
さくでき円滑な作業進行が可能になる。

また、シール栓体の挿入時には、栓本体の後方位置はテーパ部によって管内面に支持さ
れているので、シール栓体は管軸に沿って適正な姿勢で挿入されることになり、円滑な挿
通性が確保できる。

このような元整理用シール栓装置を用いた元整理シール工法によると、管の形態に関係
なく作業を行うことが可能であり、高精度で且つ短時間で作業を完了することができ、し
かも、高いシール性能を得ることができる。



た状態になり、先端部に設けられたロックピン１４が導管内面にバネ付勢によって当接し
、バネの圧力が周囲に均等に働いてシール栓体１０の先端位置をセンタリングする。
【００３６】
栓本体１１の後端面１１ｇには圧縮板１５が当接されている。圧縮板１５の中央孔には支
持軸１３が貫通しており、圧縮板１５は支持軸１３に沿って摺動できるようになっている
。また、この支持軸１３の後端側にはねじ部が形成されており、このねじ部に圧縮具とな
る圧縮ボルト１６が螺合している。しがたって、圧縮ボルト１６を締め付けることによっ
て、圧縮板１５が先端側に摺動し、支持板１２と圧縮板１５との間で栓本体１１が圧縮さ
れて周方向に拡径されることになる。
【００３７】
なお、支持軸１３内部には、ガス孔１３ａが通っており、そのガス孔１３ａは後端に突出
したパージピン１３ｂの装着により塞がれている。
【００３８】
図２は、圧縮操作挿入具における圧縮操作レンジ２０を示している（同図（ａ）は正面図
、同図（ｂ）はＡＡ断面図、同図（ｃ）はＢＢ断面図）。この圧縮操作レンジ２０は、前
記の圧縮ボルト１６に嵌合するレンジ孔２０ａと、このレンジ孔２０ａに圧縮ボルト１６
を嵌合させて圧縮ボルト１６をねじ込み操作する操作部２０ｂとからなる。
【００３９】
図３は、圧縮操作挿入具における把持具３０を示している（同図（ａ）は平面図、同図（
ｂ）は側面図）。把持具３０は支持軸１３の後端に装着されるものであり、手動でシール
栓体１０を導管内に挿入する際に把持する把持部３１と圧縮レンジ２０を圧縮操作する際
に支持軸１３を固定させると共に、押し込んだシール栓体１０を一旦引いて抜け止め状態
を確認するための軸支持溝３２とを備えている。
【００４０】
このような構造を有する元整理用シール栓装置の作用を図４によって説明する。同図にお
いて、４０Ａ，４０Ｂは、分岐継手を介して分岐されている元整理作業対象の導管内面を
示す仮想線であり、５０Ａ，５０Ｂは分岐継手の分岐開口内面を示す仮想線である。まず
、シール栓体１０における栓本体１１の寸法例について説明すると、ここでは、円柱面１
１ａの外径は導管の内径Ｄ１と比較して若干小さく形成されており、テーパ面１１ｂの外
径は大半が導管の内径Ｄ１より大きくなるよう形成されている。また、テーパ面１１ｂの
最大径が分岐開口の内径Ｄ２より若干大きいか同じ程度に設定されている。そして、ロッ
クピン１４が展開した状態の展開巾ｄ１が分岐開口内径Ｄ２より大きくなるように設定さ
れている。
【００４１】
このようなシール栓体１０は、圧縮ボルト１６に圧縮操作レンジ２０のレンジ孔２０ａが
嵌合され、支持軸１３の後端に把持具３０が装着された状態で、作業者が手で把持部３１
を持って矢印方向に手動で押し込むことによって、導管内に挿入される。ここでは、手動
によってシール栓体１０を挿入する形態を説明しているが、前述したように自動挿入装置
を用いた自動挿入も可能である。
【００４２】
そして、導管内を挿通させる際には、導管の内面から受ける拘束力によって、ロックピン
１４は栓本体１１の側面側に折り畳まれた状態になり導管内面に沿って摺動する。この際
、前述したロックピン１４のセンタリング作用によって、シール栓体１０の先端部は導管
内でセンタリングされた状態になる。また、栓本体１１の側面は、テーパ面１１ａのみが
導管内面に圧接された状態になり、このテーパ面１１ａがシール栓体１０の後方部を導管
内面で支持している。したがって、気密を保ちながら、少ない接触面積で、しかも管軸に
沿った適正な姿勢で挿通でき、良好な挿通性が確保できる。
【００４３】
更にシール栓体１０を押し込んで、分岐継手内の適正位置に到達すると、シール栓体１０
の先端部に位置するロックピン１４は、分岐開口の内面から受ける拘束が開放された状態
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になり、その位置で展開して、シール栓体１０を適正な位置に保持する。したがって、ロ
ックピン１４が展開したことを確認することで、作業者は適正な位置にシール栓体１０が
保持されたことを知ることができる。
【００４４】
このように適正な位置にシール栓体１０が保持されたことを確認した上で、圧縮操作レン
ジ２０を操作して圧縮ボルト１６を締め付け、栓本体１１を圧縮拡径させて、分岐開口内
面に円柱面１１ａを含む栓本体１１の側面の全面を圧接させる。
【００４５】
図５～図７は、このような元整理用シール栓装置を用いた元整理シール工法の一例を示す
説明図である。ここでは、９０°ベント管を元整理対象の導管としているが、これに限ら
ず、Ｓ字管や他のベント管、或いは直線管を対象とする場合にも同様の工法を適用するこ
とができる。
【００４６】
第１の工程としては（図５（ａ）参照）、活管状態の導管４０に対して、分岐継手５０の
近傍で従来技術と同様のガスバッグ１３３による仮封止を行い、そこから下流側へのガス
Ｇの供給を遮断する。そして、元整理作業対象の導管４０をガスパージして、分岐継手５
０から例えば５０ｃｍ程度離れた仮封止に対する下流側の位置ＳＳで、導管４０を切断す
る。
【００４７】
第２の工程としては（図５（ｂ）参照）、導管４０の切断開口４０ａから、圧縮操作レン
ジ２０及び把持具３０を後端側に装着したシール栓体１０を挿入し、切断開口４０ａの気
密を保った状態でガスバッグ１３３を取り除き、その後、シール栓体１０の後端側を手動
で押して、シール栓体１０を分岐継手５０の分岐開口５０ａまで押し込む。
【００４８】
第３の工程としては（図６（ａ）参照）、シール栓体１０を更に押し込むことによって、
前述したように、分岐開口５０ａにおける適正な位置にシール栓体１０が位置した段階で
ロックピン１４が展開する。この状態は一旦シール栓体１０を引くことにより確認するこ
とができる。ここで、把持具３０には軸支持溝３２が形成されており（図３参照）、これ
を支持軸１３の後端部に設ける突起に係合させているので、把持具３０を引くことによっ
てシール栓体１０を引き戻すことができる。
【００４９】
第４の工程としては（図６（ｂ）参照）、シール栓体１０が分岐開口５０ａにおける適正
な位置に保持されたことを確認した後、把持具３０によって支持軸１３を固定した状態で
圧縮操作レンジ２０を操作して支持板１２と圧縮板１５との間で栓本体１１を圧縮拡径し
て、栓本体１１の側面を分岐開口５０ａの内面に圧接させる。そして、元整理作業対象の
導管４０を分岐継手５０から取り外して撤去する。
【００５０】
図７は、最終的な元整理作業後の分岐開口封止状態を示す説明図である。シール栓体１０
から圧縮操作レンジ２０及び把持具３０を取り除き、分岐継手の開放部においては、シー
ル部材５１、押さえ輪５２により碗型のブッシング５３を装着する。その後ブッシング５
３の開口５３ａから操作してパージピンを取り外し、支持軸内１３内のガス孔１３ａをシ
ール栓体１０の後端側に開放してシール栓体１０の後端側にもガス圧を生じさせる。そし
て、ブッシング５３の開口５３ａを栓５４で封止することにより、元整理作業を完了する
。
【００５１】
このような元整理シール工法において、直線導管を対象とする場合には、遠隔操作用の特
殊ロッドを用いて、シール栓体１０の挿入及び抜き止め確認、圧縮操作等を行うようにす
れば、前述した導管の切断工程を省くことができる。また、この場合も従来のような挿入
ストッパによる挿入位置確認を排除することができる。
【００５２】
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このような実施形態の元整理用シール栓装置によると、シール栓体１０を分岐継手の分岐
開口内に配置させるにあたって、ロックピン１４が展開したことを確認することで、シー
ル栓体１０が適正な位置に納まったことを確認することができるので、良好な作業性が得
られ、しかも誰が作業しても適正な位置にシール栓体を押し込むことが可能になる。
【００５３】
また、センターステムを使用しない手動又は自動によるシール栓体１０の挿入が可能にな
り、直線導管だけでなく屈曲管等の様々な形態の導管に対して汎用性の高い装置を提供す
ることができる。
【００５４】
更には、シール栓体１０を分岐継手の分岐開口内に押し込んだ状態で、シール栓体１０に
おける栓本体１１を圧縮拡径する手段を備えているので、弾性部材からなる栓本体を圧縮
拡径して分岐開口径に押圧させることができ、分岐継手の分岐開口径に多少の違いがあっ
ても高いシール性能を得ることができる。
【００５５】
また、シール栓体１０における栓本体１１の側面形態を、円柱面１１ａとこの円柱面１１
ａから後方に向けて拡径するテーパ面１１ｂからなる形態にしているので、この円柱面１
１ａを圧縮拡径させて分岐開口を封止することにより、広い圧接面積で均一な気密性が得
られると共に、導管を挿入中の気密性は、テーパ面１１ｂによる圧接のみを作用させるこ
とで、挿入抵抗を小さくでき円滑な作業進行を行うことができる。
【００５６】
更に、シール栓体１０先端部に設けられるロックピン１４は、導管挿入時にはシール栓体
１０の先端をセンタリングする作用を為し、シール栓体１０の後方部はテーパ面で導管内
面に支持されることになるので、挿入時には管軸に平行な姿勢が維持されることになり、
良好な挿通性が確保できる。
【００５７】
そして、実施形態の元整理シール工法によると、前述した工程を有することにより、気密
の均一性が得られ、管の形態に関係なく作業を行うことが可能であり、高精度で且つ短時
間で作業を完了することができ、しかも、高いシール性能を得ることができる。
【００５８】
【発明の効果】
本発明はこのように構成されるので、元整理用シール栓装置及び元整理シール工法におい
て、気密の均一性が得られ、管の形態に対する装置及び作業の汎用性を高めることができ
ると共に、作業性を更に向上させることでき、更にシール性能を向上させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る元整理用シール栓装置（シール栓体）を示す説明図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態に係る元整理用シール栓装置（圧縮操作レンジ）を示す説明
図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る元整理用シール栓装置（把持具）を示す説明図である
。
【図４】本発明の一実施形態に係る元整理用シール栓装置の作用を示す説明図である。
【図５】本発明の実施形態に係る元整理シール工法の一例を示す説明図である。
【図６】本発明の実施形態に係る元整理シール工法の一例を示す説明図である。
【図７】本発明の実施形態に係る元整理シール工法の一例（最終的な元整理作業後の分岐
開口封止状態）を示す説明図である。
【図８】従来技術の元整理用シール栓装置を示す説明図である。
【図９】従来技術の元整理シール工法を示す説明図である。
【符号の説明】
１０　シール栓体
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１１　栓本体
１１ａ　円柱面
１１ｂ　テーパ面
１１ｃ　カット面
１１ｄ　空洞
１１ｅ　貫通孔
１１ｆ　先端面
１１ｇ　後端面
１２　支持板
１３　支持軸
１４　ロックピン
１５　圧縮板
１６　圧縮ボルト（圧縮具）
２０　圧縮操作レンジ
３０　把持具
４０　導管
４０Ａ，４０Ｂ　導管内面
５０　分岐継手
５０Ａ，５０Ｂ　分岐開口内面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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